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当財団は、明日を変える ITの可能性に挑み、持続可能な夢のある豊かな社会の実現に貢

献する「次世代の育成支援」を目的として、伊藤忠テクノソリューションズ株式会社（以下

「CTC」という。）が設立者となり、2019年 10月 1日に設立、2021年 3月 1日付で公益財団

法人となりました。 

令和 5 年度（2023 年度）第 6 期も引き続き、公益目的事業である「児童・青少年に対す

る IT教育の支援事業」、「ITを志す青少年に対する修学支援事業」及び「障がいのある青少

年に対する修学及び就労機会創出の支援事業」を実施するとともに、これまで当財団が実施

してきた公益事業についての広報活動を強化し、広く一般のご支援を得られるよう活動し

てまいります。 

 

 

１．事業の概要 

（１） 児童・青少年に対する IT教育の支援事業 

① 論理的思考とチームワークを育む「みんチャレ」教材貸出事業 

 「みんなでチャレンジ！」（通称「みんチャレ」）では、現在、小学校 5、6年生の

社会科・総合学習に向けに流通 ITエンジニアをテーマとしたアンプラグドプログラ

ミング教材を準備し貸出しています。大変好評を得ている貸出教材ですが、同時に貸

出せる教材数に限りがあること、また稼働に伴う道具の劣化、ロボットの不具合等が

発生しており、貸出の運用サイクルを見直すとともに新たなロボットの調達を検討

し、貸出利用の拡大を図ります。 

 

② 論理的思考と情報科学を学ぶカード教材の配布事業 

論理的思考と情報科学を学べるカード型教材「ビーバーチャレンジ学習カード」は

1～4 年生用（40 枚）と 5、6 年生用（28 枚）の 2 種類があり、パソコンやタブレッ

トが操れなくても始められる教材です。現在これらを 1セットとして、1校あたり最

大 5 セットを教育機関向けに無償配布しています。2022 年 9 月のプレスリリース以

降、約 600セットが配布されていますが、今後はこれらの学校での活用方法、教育効

果などの情報を収集公開し、さらに全国に拡げていく予定です。 

 

③ プログラミング教育支援事業 



    2020 年のコロナ禍以降、対面集合型のビジュアルプログラミングのワークショッ

プ開催を自粛してまいりましたが、2022年 10月より社会課題に紐ついたゴミ分別ゲ

ームの作成を通し、iPadを利用したビジュアルプログラミング（Scratchによるブロ

ックプログラミング）のワークショップを再開しています。2023年度は iPadが配備

されている放課後育成支援拠点での少人数のワークショップにて試行し、財団とし

てノウハウを蓄積するとともに、小学校や施設に配備された情報端末を活用し、間違

いやエラーを恐れず前向きに取り組める新たなコンテンツ開発について検討を進め

ます。 

 

（２） ITを志す青少年に対する修学支援事業 

① 新規奨学生の募集及び選定 

     主たる家計維持者の収入金額を参考に、奨学生の選考を実施します。第 5期同様

新規採用の定員を 15名程度とし、対象大学への告知を行っています。第 6期は 2023

年 3月 15日～4月 26日の期間、大学を通じて応募を受け付けます。 

また、これまでコロナによる経済的影響を受け困窮する学生を中心に一時金支給

（学生応援給付金）を行ってきましたが、その目的、実施対象、実施方法について

は引き続き検討を行います。 

 

② 財団奨学生の学業状況の把握 

         財団奨学生に対し、生活状況報告書及び学業成績の報告を義務付け、奨学金が適

切に運用されているかを確認します。また、学生応援給付金支給学生からは生活状

況報告書を提出してもらい、給付金が適切に利用されているかを確認します。 

 

③ 財団奨学生の交流会実施 

         財団奨学生の交流会を通じ、それぞれの学びやこれからの夢について語り合う経

験を持つことで、当財団の奨学生という縁を通じ、異なる年齢、異なる地域、異な

る分野で IT利活用を志す学生の関係を構築します。また、普段目にすることのない

IT設備の見学や社会人との交流を経て、学びをより深く豊かなものにしていただき

たいと考えています。 

 

（３） 障がいのある青少年に対する修学及び就労機会創出の支援事業 

① 新規助成金の募集及び選定 

 大学等の団体に対し告知を行い、6月 1日から 7月 15日の期間に備品購入あるい

は研究開発の助成金申請を受け付けます。 

 

② 助成金執行状況の把握と情報提供 



  助成金の執行状況を継続的に確認するとともに、支援に有益な情報をインタビ

ュー形式で取材、Web上にて情報提供を行います。 

 

２．令和 5年度（2023年度）（第 6期）における会議の開催予定と主な審議事項 

(１) 令和 5年度（2023年度）奨学金選考委員会・・・2023年 5月 

① 令和 5年度（2023年度）奨学生の選考 

 

(２) 令和 5年度（2023年度）第 1回理事会・・・2023年 5月 

① 令和 4年度（2022年度）決算の承認 

② 令和 4年度（2022年度）定期提出書類（事業報告等の提出）の承認 

③ 令和 5年度（2023年度）奨学生の承認 

④ 令和 5年度（2023年度）第 1回評議員会の招集 

 

(３) 令和 5年度（2023年度）第 1回評議員会・・・2023年 6月 

① 令和 4年度（2022年度）決算の承認 

 

(４) 令和 5年度（2023年度）助成金選考委員会・・・2023年 9月 

① 令和 5年度（2023年度）助成対象の選考 

 

(５) 令和 5年度（2023年度）第 2回理事会・・・2023年 9月 

① 令和 5年度（2023年度）助成対象の承認 

 

(６) 令和 5年度（2023年度）第 3回理事会・・・2024年 2月 

① 令和 6年度（2024年度）奨学金の対象大学、募集要項の承認 

 

(７) 令和 5年度（2023年度）第 4回理事会・・・2024年 3月 

① 令和 6年度（2024年度）事業計画等の承認 

 

以 上 


